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研究課題名 切除不能肝細胞癌に対する肝動脈化学塞栓療法（TACE）とレンバチニブの 

併用療法第 II 相臨床試験（TACTICS-L 試験）の予後追跡調査 

研究責任者名 広島大学病院消化器内科 助教 河岡 友和 

研究期間   実施許可日 ～ ２０２４年１０月３１日 

対象者 

  TACTICS-L に同意いただき、参加された方 

意義・目的 

  TACTICS-L 試験で規定された治療、検査、観察は 2022 年 4 月末で既に終了しています。

今回、2022 年 5 月以降の病気の進行状態等の転帰について調査いたします。この調査を行う

ことで、調査期間が長くなることから、この治療法が病気の進行をどれくらい抑えることができ

るかをより正確に把握することができ、今後のこの治療法の有用性をより正確に評価することが

できます。 

方法 

  2022 年 10 月時点、2023 年 4 月時点、2023 年 10 月時点、2024 年 4 月時点での

病気の進行状態等の転帰について、通常の診察の範囲内で調査し、収集いたします。新たに実施

する治療、検査、観察はありません。 

＜調査項目＞ 

１）生存確認 

・生存：生存確認日 ・死亡：死亡日および死因 ・調査不能：最終生存確認日 

２）PFS イベントの有無とイベント発生日 

・TACTICS-L 試験期間中に PFS イベントに達していない場合、PFS イベントの有無およびイ

ベント発生日 

３）予後追跡調査期間中のおもな肝細胞癌に対する治療方法（後治療） 

・治療内容：切除・RFA・TACE・HAIC・全身薬物療法・治験・RT・その他の有無 

・治療開始日：後治療の治療開始日・終了日（抗癌剤のレジメン変更の場合は変更日も含む） 

個人情報の保護 

 TACTICS-L 試験に参加いただいた際に、同意された内容と変更はありません。今回の調査で得

られたデータは、本院機関の長（理事田中純子）の許可を得て、近畿大学医学部消化器内科内に提

供します。あなたの個人情報は匿名化の作業を経て提供されますので、個人が特定されることはあ

りません。あなたの個人情報の保護には十分配慮し、法令を厳守いたしますのでご安心ください。 

利用する者の範囲 

 ＜研究代表者＞ 

 近畿大学医学部消化器内科 工藤正俊 

＜研究分担者＞ 

 近畿大学医学部消化器内科 上嶋一臣 

 仙台厚生病院 近藤泰輝 
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 仙台医療センター 田邊暢一 

 自治医科大学附属病院 森本直樹 

 済生会新潟病院 石川達 

 国立がん研究センター東病院 池田公史 

 虎の門病院分院 保坂哲也 

 虎の門病院 川村祐介 

 愛知県がんセンター 稲葉吉隆 

 名古屋市立大学病院 野尻俊輔 

 名古屋大学医学部附属病院 伊藤隆徳 

 京都府立医科大学附属病院 森口理久 

 兵庫県立がんセンター 津田政広 

 山口大学医学部附属病院 佐伯一成 

 川崎医科大学附属病院 仁科惣治 

 久留米大学病院 古賀浩徳 

 九州医療センター 和田幸之 

 長崎大学病院 中尾一彦 

 

情報の管理について責任を有する研究機関の名称 

 近畿大学医学部 

個人情報の保護について 

 

調査内容につきましては、プライバシー保護に十分留意して扱います。情報が個人を特定する

形で公表されたり、第三者に知られたりするなどのご迷惑をお掛けすることはありませんのでご

安心ください。 

研究に資料を提供したくない場合はお申し出ください。お申し出いただいても不利益が生ずる

ことはありません。ただし、すでにこの研究の結果が論文などで公表されていた場合には、提供

していただいた情報や、試料に基づくデータを結果から取り除くことができない場合がありま

す。なお公表される結果には、特定の個人を識別できる情報は含まれません。 

 

問合せ・苦情等の窓口 

 

〒734-8551 広島市南区霞 1-2-3   

Ｔｅｌ：082-257-5190 

広島大学病院 消化器・代謝内科 助教  河岡 友和 


